
９
月
１
日
は「
防
災
の
日
」

■

大
雨
に
よ
る
災
害
に
備
え
て

　

市
で
は
、
大
雨
な
ど
に
よ
り
災

害
が
発
生
す
る
危
険
性
が
高
ま

っ
た
場
合
に
、
避
難
情
報
と
し

て
「
高
齢
者
等
避
難
」、「
避
難
指

示
」、「
緊
急
安
全
確
保
」
を
発
令

し
、
防
災
行
政
無
線
放
送
や
防
災

メ
ー
ル
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

適
切
な
避
難
行
動
を
と
り
、
自
分

や
家
族
の
身
を
守
れ
る
よ
う
、
避

難
情
報
が
発
令
さ
れ
る
状
況
や
取

る
べ
き
避
難
行
動
を
事
前
に
確
認

し
て
お
き
ま
し
ょ
う（
＝
左
表
）。

■

大
き
な
地
震
が

　

発
生
し
た
と
き
は

　

大
規
模
な
地
震
災
害
が
発
生
す

る
と
公
共
交
通
機
関
の
運
行
停
止

や
道
路
の
通
行
規
制
な
ど
に
よ
り
、

帰
宅
が
困
難
に
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　

災
害
発
生
時
に
大
勢
の
人
が
一

斉
に
帰
宅
を
始
め
る
と
、
災
害
時

に
優
先
さ
れ
る
べ
き
救
助
・
救
急

活
動
の
妨
げ
と
な
る
他
、
火
災
や

建
物
か
ら
の
落
下
物
な
ど
に
よ
り

負
傷
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
災
害
発
生
時
は
、
む

や
み
に
移
動
せ
ず
落
ち
着
い
た
行

動
を
心
掛
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

◆
災
害
が
発
生
し
た
ら

●
身
の
安
全
を
確
保
し
つ
つ
、
職

場
や
集
客
施
設
な
ど
の
安
全
な
場

所
に
待
機
し
、
交
通
情
報
や
被
害

状
況
な
ど
を
入
手
す
る

●
災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス
を
活
用

し
、
家
族
の
安
否
や
自
宅
の
無
事

を
確
認
す
る

◆
日
ご
ろ
か
ら
準
備
を

●
家
族
間
で
安
否
確
認
の
方
法
や

集
合
場
所
を
決
め
て
お
く

●
職
場
な
ど
に
歩
き
や
す
い
靴
や

懐
中
電
灯
、
手
袋
、
飲
料
水
、
食

料
な
ど
を
準
備
し
て
お
き
、
携
帯

電
話
の
充
電
器
や
モ
バ
イ
ル
バ
ッ

テ
リ
ー
を
持
ち
歩
く

●
職
場
な
ど
か
ら
の
徒
歩
で
の
帰

宅
経
路
を
確
認
し
、
コ
ン
ビ
ニ
や

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
場
所
を
把

握
し
て
お
く

※
千
葉
県
な
ど
で
は
コ
ン
ビ
ニ
や

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
と
徒
歩

帰
宅
支
援
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、

災
害
時
に
、
水
道
水
や
ト
イ
レ
、

交
通
情
報
な
ど
の
提
供
を
可
能
な

範
囲
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

■

防
災
行
政
無
線
は

　

聞
こ
え
て
い
ま
す
か

　

市
で
は
、
各
世
帯
に
対
し
て
防

災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機
を
貸
し

出
し
て
い
ま
す
。
貸
し
出
し
を
希

望
す
る
人
は
総
務
課
（
市
役
所
２

階
）で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

貸
し
出
し
は
１
世
帯
に
１
台
で

す
。
２
世
帯
で
同
一
建
物
に
居
住

す
る
場
合
は
１
台
ま
で
で
す
。 

◆
う
ま
く
受
信
で
き
な
い
と
き
は

　

放
送
が
時
々
途
切
れ
る
な
ど
、

う
ま
く
受
信
で
き
な
い
場
合
は
、

戸
別
受
信
機
の
設
置
場
所
を
少
し

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に
、
備
え
を

　

近
年
、
地
震
や
台
風
、
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
る
自
然
災
害
が
全
国
各
地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
災
害
は
い
つ

ど
こ
で
発
生
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
災
害
発
生
時
に
適
切
に
行
動
す
る
た
め
、
災
害
発
生
時
の
心
得
を
確
認

し
、
日
ご
ろ
か
ら
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

総
務
課
消
防
防
災
班
☎
73
・
０
０
８
４

変
え
る
な
ど
の
方
法
を
試
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
れ
で
も
受
信
状
況
が

改
善
さ
れ
な
い
場
合
は
、
総
務
課

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
電
池
の
確
認
を
忘
れ
ず
に

　

戸
別
受
信
機
は
、
電
池
を
入
れ

る
こ
と
で
、
停
電
時
に
も
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

電
池
は
定
期
的
に
確
認
し
、
電

池
交
換
の
サ
イ
ン
が
表
示
さ
れ
た

ら
電
源
を
切
り
、
電
池
を
交
換
し

て
電
源
を
入
れ
直
し
て
く
だ
さ
い
。

電
池
交
換
の
サ
イ
ン
…
●
電
源
ラ

ン
プ
が
赤
と
緑
に
交
互
点
滅
し
て

い
る 

●
放
送
終
了
後
に
ア
ラ
ー

ム
音
が
出
る 

◆
も
う
一
度
聞
き
た
い
と
き
は

　

戸
別
受
信
機
は
直
近
の
放
送
を

自
動
的
に
録
音
し
て
い
ま
す
。
再

生
ボ
タ
ン
を
押
す
こ
と
で
、
聞
き

逃
し
て
し
ま
っ
た
放
送
を
再
度
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
す
（
最
大
10
分

程
度
）。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
過
去
の
放
送
内
容
を
確
認

で
き
ま
す（
約
30
日
分
）。

９
月
１
日
は「
防
災
の
日
」

防
災
訓
練
は
11
月
17
日

　

今
年
度
の
匝
瑳
市
総
合
防

災
訓
練
は
11
月
17
日
（
日
）
に

実
施
し
ま
す
。

※
訓
練
の
詳
細
は
本
紙
11
月

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆市が発令する避難情報
避難情報 発令される状況 取るべき避難行動

【警戒レベル５】
緊急安全確保

　大雨特別警報が発
表される、土砂災害
が発生しているなど、
既に災害が発生して
いるまたは切迫してお
り、立ち退き避難を安
全にできない可能性
がある状況に至った
と考えられる場合

　近隣の堅固な建物へ移動する
などして、命を守るための最善
の行動をとりましょう。外出が
危険な場合は、自宅のより安全
な場所へ移動しましょう。
洪水の場合…自宅の少しでも高
い場所へ移動する
土砂災害の場合…崖から少しで
も離れた部屋へ移動する

警戒レベル４までに必ず避難

【警戒レベル４】
避難指示

　土砂災害警戒情報
などが発表され、災
害が発生する恐れが
高い場合

　速やかに危険な場所から避難
しましょう。避難場所までの移
動が危険と思われる場合は、近
くの安全な場所や自宅内のより
安全な場所へ避難しましょう。

【警戒レベル３】
高齢者等避難

　大雨警報などが発
表され、災害が発生
する恐れがある場合

　避難に時間を要する人（高齢者
や障がいのある人、小さな子ど
もがいる人など）とその支援者は
危険な場所から避難しましょう。
その他の人は、避難の準備を整
え、気象情報を注視しましょう。
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認
知
症
と
は

　

認
知
症
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
原

因
で
脳
の
細
胞
が
壊
れ
、
記
憶
や

理
解
、
判
断
な
ど
の
認
知
機
能
が

低
下
し
、
日
常
生
活
や
社
会
生
活

に
支
障
を
来
す
状
態
で
す
。
高
齢

に
な
る
に
つ
れ
、
症
状
が
出
や
す

く
、
誰
も
が
な
り
う
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
認

知
症
を
知
る
」
こ
と
が
認
知
症
へ

の
備
え
の
第
一
歩
と
い
え
ま
す
。

　

認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
る
た

め
に
も
、
ま
ず
は
認
知
症
に
つ
い

て
知
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ

ん
か
。
市
な
ど
が
行
っ
て
い
る
取

り
組
み
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
を

開
催
し
て
い
ま
す

　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
は
「
認
知
症

と
共
に
生
き
る
オ
レ
ン
ジ
の
会
」

が
主
催
し
て
い
る
、
認
知
症
の
人

や
そ
の
家
族
、
介
護
に
携
わ
る
人
、

地
域
に
住
む
人
が
集
い
、
お
茶
を

し
な
が
ら
交
流
で
き
る
場
で
す
。

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

日
時
…
毎
月
第
３
金
曜
日
10
時
〜

11
時
30
分

場
所
…
市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

費
用
…
１
０
０
円
（
飲
み
物
代
な

ど
）

あ
ん
し
ん
見
守
り
シ
ー
ル

を
配
布

　

認
知
症
の
行
方
不
明
者
を
早
期

発
見
・
早
期
対
応
で
き
る
よ
う
に

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
付

い
た
シ
ー
ル
を
配

布
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
希
望
者
は
、

高
齢
者
支
援
課

（
市
役
所
１
階
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

図
書
館
に

特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

　

10
月
２
日
（
水
）
ま
で
、
八
日

市
場
図
書
館
・
の
さ
か
図
書
館
に

認
知
症
に
関
す
る
図
書
の
特
設
コ

ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

ネ
ッ
ト
で
簡
単
に

認
知
症
チ
ェ
ッ
ク

　

市
で
は
、
自
分
や
家
族
が
認
知

症
か
ど
う
か
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る

認
知
症
簡
易
チ
ェ
ッ
ク
サ
イ
ト
を

導
入
し
て
い
ま
す
。

　

チ
ェ
ッ
ク
サ
イ
ト
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
利
用
で
き
ま
す
。

※
こ
の
サ
イ
ト
の
判
定
は
、
医
学

的
診
断
を
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

問
高
齢
者
支
援
課
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
☎
73
・
０
０
３
３

▼チェックサ
イトはこちら
から

　９月は「認知症月間」です。認知症は誰もがなりうる可能性がありま
す。「認知症と共に生きる」を合言葉に、認知症への理解を深め、認知
症の人やその家族が安心して暮らしていける地域を目指しましょう。

認知症と共に生きる
９月は「認知症月間」

認知症を予防する
◆認知症予防講座（全２回）
　認知症について学びながら、楽しく
予防していきましょう。
対象…市内在住で40歳以上の人
日時…①９月18日（水）、②10月１日
（火）の各日13時30分～15時
場所…八日市場公民館
内容…①健康運動指導士および管理栄
養士による認知症にならない秘

ひ

訣
けつ

につ
いて ②リハビリ専門職による認知症
予防のための運動などについて
定員…50人（申し込み順）

認知症の理解を深める
◆認知症サポーター養成講座
　認知症を正しく理解し、認知症の人
とその家族を温かく見守る応援者「認
知症サポーター」を養成します。
対象…市内在住・在勤・在学の人
日時…10月25日（金）９時30分～11
時
場所…八日市場公民館
定員…20人（申し込み順）
※講座は少人数（５人以上）での開催
もできます。開催希望がある場合は、
下記までご連絡ください。
問高齢者支援課地域包括支援センタ
ー☎73－0033

　地域包括支援センター職員による出張相談会を開催
します。自分や家族の認知症に関すること、介護の心
配事などお気軽にご相談ください。予約は不要です。
日時／場所…９月19日（木）10時30分～12時30分／カインズスーパ
ーセンター八日市場店、９月27日（金）10時30分～12時30分／スー
パービックハヤシ

＼認知症に関する
出張相談会を開催

／

協力して作業する参加者（オレンジカフェ）
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